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北九州の「青空がほしい」公害反対運動における主
婦の活動


















　1960 年代は日本にとって顕著な 10 年間であった。経済面では，GDP の急速な成長により，60




　北九州は 60 年代の発展の典型的な事例であった。50 年代，60 年代の粗鋼生産の 3 割を供給した
八幡製鉄を中心に，北九州は日本の急速な経済発展に大きく貢献した（２）。同時に，北九州市に排出
された煤塵，煤煙，化学物質のガス（硫黄酸化物，窒素酸化物）の大部分は，製鉄所の 62 個の煙





組合（八幡労組）は，60 年代に 4 万 3,000 人～ 4 万 6,000 人の組合員を擁する大きな組合であった
（１）　J. Broadbent, Environmental politics in Japan: Networks of power and protest（Cambridge, 1998）, p. 85.
（２）　北九州八幡信用銀行編『わが故郷八幡』（1995 年）427 頁。
（３）　Y. Hoshino, ‘Japan’s post-Second World War environmental problems’, in J. Ui（ed.）, Industrial pollution in 
Japan（Tōkyō, 1992）, pp. 64-76. 
（４）　1965 年の平均降灰量は 1 キロ平方あたりで 80 トン／月であった。八幡の城山地区の降灰量は 1 キロ平方あた































（５）　A. Suzuki, ‘The death of unions’ associational life? Political and cultural aspects of enterprise unions’, in F.J. 




（７）　Broadbent, Environmental politics in Japan, p. 120. 
（８）　63 年までは戸畑市。戸畑市，小倉市，門司市，若松市が合併して北九州市が 63 年に誕生してからは，戸畑区。
（９）　加藤美佐子へのインタビュー（2012 年 4 月 17 日），林えいだいへのインタビュー（2012 年 5 月 12 日）。林栄
代『八幡の公害』朝日新聞社（1971 年）210 頁も参照。














は 50 年代，60 年代の戸畑における公害の日常とそれに対する社会の対応について新たな視角を提
示する。
1　「公害のデパート」での生活―北九州の公害と市民生活
　八幡製鉄所が 1901 年に操業を始めてから 30 年間で，八幡と戸畑の小集落は，アジアで最大の製
鉄所を擁する日本の主要な工業都市に成長した（１３）。1930 年代と太平洋戦争の間，八幡製鉄所は日
本の急速な工業化と軍事化に大きな貢献をした。1940 年代末から 50 年代の間，八幡製鉄所は日本
経済の再建のための鋼材を生産した。八幡製鉄所は 1950 年代末に生産施設を大きく拡大し，日本
の鉄鋼市場を支配し，50 年代末から 60 年代にかけて，高品質の鋼材を高度成長する日本経済に対
し継続的に供給した。
　50 年代半ば以降の日本の急速な工業化の結果，八幡と戸畑の重化学工場は，大量の煤塵，煤煙，













（１３）　N. Shimizu, ‘The Establishment of the state-owned Yahata Steelworks’, Journal of Business Economics, 16:2
（2010）, pp. 109-145.
（１４）　Hoshino, ‘Japan’s post-Second World War environmental problems’, p. 68.
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（１８）　Kitakyūshū City（1999）, Pollution countermeasures of the city of Kitakyūshū, Japan, p. 25.
（１９）　中村修身・半田隆夫『図説北九州の歴史』郷土出版社（2008 年）222 頁。
（２０）　北九州環境ミュージアム所蔵の未整理原資料（公害トピックス集）。
（２１）　1975 年までに，日本の 85 パーセントの生産施設が太平洋岸の工業地帯に集中した。Hoshino, ‘Japan’s post-
Second World War environmental problems’, p. 66.
（２２）　中曽根智へのインタビュー（2013 年 3 月 4 日）。
（２３）　北九州環境ミュージアム資料（公害トピックス集）。














































































欠席率の調査で明らかにされた（３３）。また，戸畑婦人会協議会が 1961 年 3 月から 64 年 12 月まで，
山口大学医学部の野瀬善勝教授の研究室の協力を得て実施した調査は，環境汚染のレベルと心臓病
や呼吸器系感染症（喘息，肺炎，気管支炎など）の間の相関関係を示した（図表 1）（３４）。さらに戸








が破壊されることすらあった。例えば，多くの住民が八幡の城山地区から 60 年代，70 年代に転出
したため，同地区は活気あふれた町から，「ゴーストタウン」に近い状況に変化した。城山小学校
は，八幡が日本の明るい将来を象徴する町とみなされていた 1956 年に，製鉄所，化学工場，セメ
ント工場のそばに建てられた。しかし，同小学校の生徒数は 1,000 人から 180 人以下に減少し，創
立からたった 21 年で閉校となった（３８）。城山地区に残った人たちも，その大多数が空気のきれいな







（３３）　北九州市戸畑区婦人会協議会『青空がほしいⅡ』（1966 年）147 ～ 148 頁。
（３４）　北九州市戸畑区婦人会協議会『青空がほしいⅡ』（1966 年）159 ～ 160 頁。とくに大気汚染のレベルが最も高く
なる 1 月には，呼吸器障害による病気が急増した。同様の結果は，野瀬善勝らの宇部市調査によっても確認され
た。宇部市調査は，高齢者と乳児の死亡率と大気不純物の量・降雨量との相関関係を証明した。Y. Nose, S. Ueno, Y. 
Kitagawa, M. Nakayama, H. Ogawa, S. Hirose, ‘Effects of exposure to air pollution on community health’, Annual 
Report of the Research Institute for Industrial Medicine, Yamaguchi Medical School, V（1957）, pp. 12-54; Y. 
Nose, ‘Effects of exposure to air pollution on community health’, Yamaguchi Medical School Bulletin, 7:3（1960）, 
pp. 91-105.
（３５）　林栄代『八幡の公害』（1971 年）13 頁。
（３６）　林えいだいへのインタビュー（2012 年 5 月 12 日）。










































（４３）　林栄代『八幡の公害』（1971 年）15 ～ 16 頁。
（４４）　北九州市戸畑区婦人会協議会『青空がほしいⅢ』（1967 年）54 ～ 60 頁，林栄代『八幡の公害』（1971 年）29






























　1930 年代の工業発展を阻止することができなかったものの，地元の女性たちは 50 年代に再び公
害に反対する運動を起こした。ほとんどの日本人が日々の暮らしに追われていた頃，戸畑市の中原
（４６）　林栄代『八幡の公害』（1971 年）98 頁。
（４７）　加藤美佐子へのインタビュー（2012 年 4 月 17 日）。
（４８）　林えいだいへのインタビュー（2012 年 5 月 12 日）。
（４９）　林えいだいへのインタビュー（2012 年 5 月 12 日）。




































（５４）　北九州市産業史・公害対策史・土木史編集委／編『北九州市公害対策史解析編』（1998 年）199 頁。Kitakyūshū 
Forum on Asian Women（ed.）, Women and the environment. Environmental History of Kitakyushu and anti-
pollution movement promoted by women（Kitakyushu, 1995）p. 12.
（５５）　北九州市戸畑区婦人会協議会『公害の歩み。失われた空・失われた海』（2001 年）4 頁。
（５６）　北九州市戸畑区婦人会協議会『公害の歩み。失われた空・失われた海』（2001 年）。






























































63 年から 69 年の間，6,500 人を超える地元の主婦たちが公害を学習し，その結果を詳細に記録し





　公害が人体に及ぼす影響を明らかにする先駆的な調査，とくに 61 年から 66 年までのガスの排出
量と戸畑の小学校の児童欠席率の相関関係の調査は，広く関心を呼んだ。地元だけでなく，全国メ


















　ガスの排出量と戸畑の小学校の児童欠席率の相関関係の調査は，自治体が 61 年から 66 年に記録
した大気汚染のレベルと戸畑の 6 つの小学校および（汚染されていない地方である）田原町（田川
郡）の 1 つの小学校の児童の病欠者数を比較し，汚染レベルと戸畑の小学校の病欠者数の相関関係


































地域であったが，大気汚染のレベルは 70 年代中頃までに大きく減少した。1992 年には，北九州市























（６８）　A. Schrade, Give Us Our Blue Skies Back: Ordinary housewives, citizen science, and mutual aid in Kitakyushu’s 
















































対の声を 1950 年から 69 年まで上げ続けた。他方，男性の住民たち，とくに市の主要な公害発生企
業である八幡製鉄の組合員は，女性たちが人びとの健康や社会や環境の正義を求めて闘っている間
も沈黙を守った。
 （Anna Schrade　神戸大学 EU エキスパート人材養成プログラム特命准教授）　
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